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＜連絡事項＞
　特記事項無し。

＜入室状況＞
・手塚　辰昭様～東B2号室→東C5号室
・赤石　陽介様～東A9号室→東B2号室

＜患者様連絡事項＞
・戸久世　渚様～母様と2回目の外出訓練行い問題なく帰院する。

・的場　舞様～便秘時桃核承気湯3回分処方となる。

・駒木　洋士様～便秘時ピコスルファートNa1本処方となる。

・木村　美智子様～Ba定期交換指示あり実施。

・中山　真由美様～ヒアルロン酸点眼液1本処方となる。

・小西　哉子様～不穏・興奮時コントミン（12.5）7回分処方となる。

・角田　せつ子様～船場Dr.診察。食事摂取量低下、血圧低値続いている。採血データにて腎不全指摘あり。臨時薬エナラプリルマレイン、フロセミド、スピロノラクトンは中止。点滴は同内容で4/6～4/9継続処方となる。

・三浦　常雄様～船場Dr.診察。本日採血指示あり施行している。点滴（本管3本、オメプラゾール）は同内容で継続。4/6（火）胸部レントゲン指示あり。本日の採血結果と合わせて、田中Dr.へタゾピペ投与等相談する様指示あり。
　　　　　　　　本日の採血にて緊急値あり。血糖685mg/dlと高値にてスライディングスケール使用指示あり。血糖4検、ヒューマリンR注ミリオペン1本処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。徘徊・他室侵入・他者の私物弄り等迷惑行為頻回にて時間早めて開放観察終了。12:30下膳前に便器内の汚水をコップで汲んで飲水する不潔行為あり、制止・介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食全量摂取。服薬拒否無し。8:30と12:30に頭痛訴え、疼痛時薬希望あり、ロキソプロフェンNa(60)1T内服。時折スタッフコールあるが、本人の要求に対応する事で不穏・興奮が強まる事は無く、対面時も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・中村　聡様～日課に関する確認はあるが、説明には了解され、ユニット内では不穏・他者トラブル無く、落ち着いて過ごされている。

・小西　哉子様～11:20臥床していた。突然走り出して、Aステーションのドアを強く蹴る事あり。その後、ホールの椅子に座り、独語聞かれる。話し掛けると「なんでかこうしたい感じがしてー」とつぶやく。何故蹴ったのか聞くと上を見ながら「それは言わされてやらされているというかー」と言って黙り込み、空笑する。気持ちを落ち着ける為に頓服薬はどうか伝えると頷く。コントミン(12.5)1T内服。その後、徘徊し始め、他室侵入する。介入すると「はっここは違う」とつぶやく。自室誘導すると「あらら、あらら。」と言いながら、自床へ入り、閉眼している。

・河村　和寛様～手指振戦続いている。希死念慮はなく落ち着いている。

・関原　紗奈恵様～初めて作業療法へ行く。問題なく参加出来ている。自己肯定感が低い発言きかれるが、焦燥感訴えなく落ち着いている。

・大石　イト様～朝食は自力で摂取しようとせず、介助にも拒否的で数口のみの摂取。昼食は1/3摂取。服薬は粉砕対応にて内服。帰宅要求や不穏・興奮は無い。

・古川　貞二様～各食全介助にて2/3摂取。服薬拒否無し。車椅子乗車中にはずり落ち見られ、都度介入要している。介入時には一時的に拒否・抵抗強まる場面あり。介入終了すると落ち着く。断続的に唸り声上げている事も見られている。

・三浦　常雄様～呼吸器症状なくバイタルサイン特変ない。本日はタール便なく経過。

・木村　美智子様～バイタルサイン・意識レベル特変なく経過。痰量多く適宜吸引を要
している。

＜金Dr.診察情報＞
・中村　聡様～臨時薬同内容で7日分処方。傷害を起こした為、当面東Ａユニットで経
過みていく事を伝えている。

・東野　愛様～臨時薬同内容で7日分処方。「主治医変わったんで」と言い対面を拒否
しようとする。

・河村　和真様～本日で点滴中止。明日より内服へ切り替え。用量が増える為副作用に注意するように説明している。振戦は経過観察。
入院後眠れていない事から個室希望あり、妻へ確認すると金銭面の理由から使用不可と返答きかれ本人納得する。
不眠時ＩＦ指示追加。

・大石　イト様～本日よりメマンチン追加7日分処方となる。退院調整していくように指示がある。

・戸久世　渚様～臨時薬同内容で7日分処方。

・角田　せつ子様～臨時薬アルファカルシドールのみ7日分処方となる。経管栄養を検討して今後の方針を確認するために面談調整指示あり。4/12　15：30特診面談予定となる、調整済。

[bookmark: _GoBack]・北村　イウ子様～臨時薬同内容で7日分処方。南病棟転出可能。発熱については都度対処していく方針。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和3年4月5日　
　氏　　名：山崎　要四郎(やまざき　ようしろう)様
　生年月日：昭和16年12月17日　79歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主治医　：金Dr.（サポート医：深澤Dr.）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
あおぞらクリニックにて加療中であった。R3年3月31日より不穏興奮、妻への攻撃
性が悪化しているため薬剤調整していたが、拒食・拒薬があり症状改善せず。包丁を持ち出し怒鳴る行動もあり。本日あおぞらクリニック再度受診。拒薬もあり自宅対応困難のため入院加療の必要性あり。
　本日当院初診。症状改善目的にて15：25東病棟Cユニットに医療保護入院となる。
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